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　人ロの動き
　　6月1日現在一
男4，294（一4）
女4，369（十5）
計8，663（十1）
世帯数2，249（十1）

　　（）は前月比較



投
票
日
は
六
月
十
八
日

明
る
い
選
挙
を
呼
ぴ
か
け
る

活
動
（
H
3
・
6
・
1
5
）

　
今
回
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
が
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
人

　
（
昭
和
五
十
年
六
月
十
九
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
人
）

③
川
西
町
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
三
カ

　
月
以
上
経
過
し
た
人
（
こ
と
し
三
月

　
十
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住
所
を

　
有
し
て
い
る
人
）

④
選
挙
違
反
な
ど
で
選
挙
権
を
停
止
さ

　
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
禁
治
産
者
で
な
い
こ
と

　
時
間
を
遅
れ
な
い
よ
う
、

票
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
投

　
投
票
は
記
号
式
で
行
わ
れ
ま
す
。
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
が
印
刷
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
記
載
台
に
備
え

付
け
の
器
具
で
、
投
票
し
よ
う
と
す
る

候
補
者
氏
名
の
上
の
「
○
を
つ
け
る
欄
」

に
、
○
印
を
押
す
方
法
に
よ
り
ま
す
。

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
の

間
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
第
一
研

修
室
（
四
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
票
は
即
日
開
票
で
、

＋
分
か
ら
で
す
。

午
後
七
時
三

　
選
挙
の
当
日
、
町
外
に
や
む
を
得
な

い
用
件
や
旅
行
な
ど
で
滞
在
中
の
人
な

ど
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
不
在
者
投
票
に
は
、
印
鑑
と
入
場
券

　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

　
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
第
二
研

　
修
室
（
四
階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま

　
す
。

明
る
く
正
し
い
選
挙

　
明
る
い
選
挙
は
、
「
贈
ら
な
い
」
「
求
め

な
い
」
「
受
け
取
ら
な
い
」
の
”
三
な
い

運
動
”
の
徹
底
か
ら
で
す
。

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
で
、
大
切
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

選
挙
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は

　
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

　
　
盈
六
八
ー
三
一
一
一
（
内
線
5
6
）
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．
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．
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毒
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ゆ

｝
　
《
町
長
選
挙
は
記
号
式
投
票
で
す
》
　
　
　
　
　
●
投
票
し
ょ
う
と
墨
つ
候

蜘φ砂◆個”◆“φ伺騨φ伺”◆“φψ◆ψφψ◆ψφ砂ψ梱飼

○
を
つ
け
る
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
め
い

候
補
者
氏
名

氏

名

氏

名

氏

名

補
者
一
人
に
○
印
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

・
○
印
の
ほ
か
は
何
も
書

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
不
在
者
投
票
と
点
字
投

票
は
候
補
者
の
氏
名
を

　
一
人
書
い
て
く
だ
さ
い
。



お待たせしました
　　　干手温泉仮設共同浴場オープンです！

　2月3日の自噴から112日目の5月25日、待ちに待っ
た仮設共同浴場が完成し、一般開放されました。

　会場への一番乗りは、午前8時30分。　r上野から歩い
てこようと思ったら、ちょうど知り合いに車に乗せてもら
ったんだて」という星名スミさんと片桐ヨキエさんのお二
人。オープン初日は630人の利用者で大いににぎわいま
した。

　今後施設の管理は（株）松葉荘に委託され、年末年始を
除いて年中無休体制となり、午前10時から午後9時まで
利用できます。町内で初めての温泉湧出であることから、
当分の間は入浴料無料となっています。
　駐車場は40台収容できますが、混み合いますので、乗
り合いや徒歩での利用をお願いします。

至新町新田

」
至小千谷市

位

千手郵便局口

　’
　　　千手温泉仮設
　　　　共同浴場
瞬錨1川西幼稚園）

　　　ヨし一一・ノ

川西町総合
センター

□

孫六商店
　（株）

　
　
　
　
賜

　
　
　
　
呂

①
小
千
谷
十
日
町
津
南
線

県道十日町

　千手線

千手温泉仮設共同

　　　　　　　浴場平面図

「
至山谷

　　　　　　　　　　　　至十日町市田丁道東善寺籠提線　1簾交通（ネ朱）

　　　　　　　至十日町市

記念すべき一番乗り。星名ス
ミさん（左）と片桐ヨキエさ
ん（右）のお二人

オーブンに合わせての青空市

設備機械室

，
ゼ

W．C
物置

沸
室

　　　　　｝
湯　　脱衣室（女） 駒 ㊨㊨

』

浴槽1
渡り廊下

ヨ
。
脱 衣棚

洗場

＼1　　　一　。。 一

．qヲ
下駄箱

洗場 浴槽

1

渡り廊下脱衣室（男）

！

休憩室

●　一

1

玄関 i
　脱衣棚
o●　　　　o　　　　o　一　　　一　　　　　　　一

1

弼蒙　　・響
　　　　　　　　　　　　　　　灘・
　　　　麟難　　　　…ll鑓　騰　……羅

……灘　　　　　　　　　　　　　　購
　　　　　　　　　　　　一藩・』　　懸、，・1謂

　　　　　　　　　　鰯難鐵…覇　蹴欝

　　　2間×3間の大きな浴槽

紛7．6．10

　ここまで来れない場合
や家庭で温泉を楽しみた
いときなどには、ポリ容
器などをご持参ください。

旧川西幼稚園舎南側に分
温施設が設けられていま
す。表示されたきまりを
守ってご利用ください。

薄べりを敷いたところで40畳。
手足を伸ばせます



手軽にできるリサイクル
　　　　　　　　　作ってみましょう防鳥風車

　空きペットボトルは、猫や犬よけ、花びんなどいろい
ろな形で利用されているようです。
　長野県では、リンゴやブドウといった果樹の鳥よけと
して利用されており、効果をあげているとのアンケート
結果もあります。捨ててしまえばかさばるペットボトル
も、工夫しだいでリサイクルできます。色とりどりにペ
イントした風車にチャレンジしてみてはいかがでしょう。
　長野県中野市にあるrのうさい岳南」の資料から、作
り方などを紹介します。下記の作り方は、オリジナルを
元に、平野勝さん（東善寺）が手を加えたものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野さんのお宅では、色とりどりの風車がクルクル回って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います
　　　　　　　i
◆材　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　針金
①空きペットボトル（1．5リットル入り、側面に6カ所の縦溝が　　　　　　　　　　　　　　〆

　あるものが作りやすい。）
②太めの針金（自転車のスポークやクリーニング店から戻ってきた

　時のハンガー等）

◆道　　具
　千枚通し、カッターナイフ、ペンチ

◆作り方
①千枚通しでボトルの底とキャップ、フィルムの空き容器の中心に

　穴を開ける。（千枚通しを火にあぶってからすると簡単です
②羽根の切り始め（縦溝の下の部分）と切り終わり（切り始めより

　2センチメートル上の位置）に、千枚通しであらかじめ穴を開け
　て置く。
③カッターナイフで羽根を縦溝に沿って切る。（この時ナイフをす

　こしねせると楽に切れる。）
④6枚切り終わったら羽根の部分を外に折り曲げる。　（曲げた部分

　をライター等であぶるか、ペンチで少しはさむと羽根がしっかり
　する。）

⑤中心に針金を通し、回るのを確認してから竹ざお等に差し込む。
⑥竹ざおとつなぐときは、写真フィルムの空き容器を利用するとよ

　いo
◆使用方法
①リンゴの木などは、風車が回っても枝に当らない高さに縛る。多

　く取り付ければ効果も大きくなります。
②ネズミ、モグラ避けには、竹ざお等を直接地面に差し込む。回る

　振動で効果があります。

◆アンケート結果（抜粋）

◎効　　果
　・鳥（カラス、スズメ、ムクドリ、など）がこなくなった。
　●ネズミがいなくなった。
　●モグラがいなくなった。

◎意　　見
　・風車は数が多ければ多いほど効果があった。
　●防鳥だけでなく、飾りの風車としてもおもしろいと思った。
　・かけ干の稲をスズメに食べられずにすんで助かった。
　・ぶどう畑にカラスが来なくなった。
　●子どもの夏休みの工作に教えてくれとの問い合わせがいっぱい
　　あった。

　↑

支柱　　↑

　　写真フィルム
　　の空き容器
　　をビニール

テープでし
ばる

／

羽根の長さに
2センチメートル
　　　　　　　ノの差をつける
（ここがポイント）

φ｛ひ｛ひψ◆ゆrひψ噂・礎ψ・撒φ・槽φ・遭φ・ψφ・柵一・“φ・槽φ・、卓◆…φ．槽φ．｛ひ撒ひ…1ψ．贈ψ．贈φ．硝ひ欄φ．硝φ．撒φ．榊ひ“φ．卿、φ．一．φ．卿1φ．贈φ．撒φ．卵φ．槽φ．槽ひ槽φ．撒φ墾

◎資源ごみ収集実施後の比較

可燃物 不燃物 合　　計

H6・4 1，502t 674t 2，176t

H7・4 1，063 380 1，443

比較増減 △439 △294 △733
比較比率 △29．2％ △43．6％ △33．7％

◎4月の資源ごみ収集量
　（）書が川西町分

紙　　類 鉄・アルミ 合　　計

131（14）t 30（6）t 161（20）t

（購掌礎を舖）

1

尾羽根を付けても　→
よい（付けない場合は
針金を折り曲げる）

／
切る
（溝のある

部分）

　　　2センチ
，　〆メートル’

・
　
　 の差

外に折り

　　曲げる

，ゆ・ro』，1一』ひ、継◆，幽Ilrのh岬・o・，韻・rの』卿・rひ・■1｝rひ・闇・φ槽φ・・瀞◆・“◆・“。r9・・劇ひ・蔚r9』嶺国ひ導。ro・一r6ト槽ひ・ゆ臼rひ卿’rひ“’｛卜撒rひ’“『ρ』

　　　　　　　ジ
　　　　　　　　φ

　　　　　　　　傍
　　　　　　　　ρ

資
源
の
回
収
に
ご
協
力
を

　
四
月
か
ら
資
源
ご
み
回
収
の
日
を
設

け
、
収
集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

四
月
一
カ
月
間
の
結
果
が
左
表
の
よ
う

に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
可
燃
ご
み
で
約
三
割
、
不
燃
物
で
は

四
割
も
の
搬
入
量
の
減
少
が
生
じ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
紙
類
、
鉄
・
ア
ル
ミ
類
は
、

貴
重
な
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

7．6．10④



森林浴・バードウォッチングに最適

第一番

二六公園遊歩道
　　　　　　　　　　　　　　　駐車場
　　　　　　　　　　　　　　　　，卜
　　　　　　　　　　　　　　　　，　，
　　　　　　　　　　　　　　　　’，
　　　　　　　　　　　　　　　　，，
　　　　　　　　　　　　　　　　’，
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　，　，
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　，／

◎海潮音第一番紀伊国那智山
、
雛

／

「　　　　　　n　 出　　　 ＿　　　　　53◎久遅の光第三十二番美濃国谷汲寺

　　嘱0，◎観世音第三＋二番江州観音寺

國　　呈．’
、心　　　 02

　　　　　　　　　◎宗教生活の風光
　　　　　　　’、、　第二十九番丹後松尾寺

　　　　　　，　．・録与，＼江州鳶♂
　　　◎日々好い日　　　　o

ノ
　　　箆n・　　　　　　　　　　　　b［◎帰依の生涯第五番河内国藤i
　◎遊女の説法　　　　　＼ノ
　第二十五番　　　　　　　　　・，
し　　播州清水寺
　　　　　　　ベンチ

　　　　　込・ll・藩鋳懇禦壷坂寺

　　　　lh・　9濫　　　　◎愛の原理第八番大和国初瀬寺（長谷寺）

　　　為　　　o
◎臓悔の生活

第二十三番

摂津勝尾寺

　
中
屋
敷
に
あ
る
二
六
公
園
は
、
昭
和

十
五
年
の
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し

て
、
長
福
寺
の
壇
徒
、
篤
志
家
が
、
ブ

ナ
の
群
生
林
の
な
か
に
西
国
三
十
三
番

の
観
音
像
と
神
武
天
皇
・
花
山
院
の
三

十
五
体
を
建
立
寄
進
し
、
造
園
し
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
二
六
公
園
ブ

ナ
林
ま
つ
り
に
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢

の
人
た
ち
が
、
こ
の
地
方
の
春
の
象
徴

擾
D
、

ノ」

ざ
，

1『＼◎春の日の光を受けて第九番奈良南円堂

　　』！　　　　◎真如の月第十番宇治三室戸寺
ぜ
，
　 ◎逆縁済度第＋一番山城国上醍醐寺

　　　　　　◎信の生活第十二番江州岩間寺

　◎見えざる力第十三番江州石山寺

　　　　　　　　　ffZ

◎璽鎌漏ぎウ

第十三番

　　　　　　21◎静かな心　0
第二十一番
丹波欺寺ノ

ず￥◎鐘の響第十四番江州三井寺◎＊青進第二幕

　山城国善峰寺

と
も
い
え
る
ブ
ナ
の
新
緑
を
楽
し
み
に

集
い
ま
す
。

　
公
園
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
家
族

連
れ
や
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
森
林
浴
と

ハ
イ
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
遊
歩
道
を
巡
る

人
た
ち
に
通
年
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
周
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道

は
、
大
人
の
足
で
約
一
時
間
。
皆
さ
ん

も
一
度
で
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

◎人の情第十五番
　　　　京都今熊野

♂
　
α

　
水

ノ展望台

　　　　　　　　㌔

◎平和の基第十九番
　　　　　　かう
　　　　京都革堂

　　　　　n，婬

◎菩薩の心第十八番

　　京都六角堂
，
　
，
t

右手に地酒、左手に若葉汁。ステージ

ではRAINAの歌が……

花山院＼
　　oΩ
　　神武天皇

◎仏教道徳第十七番
＼ン六波羅密寺
11n

長福寺境内で行われた野点。大人から子

どもまで、一服の清涼感を味わいました
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若
山
三
郎
さ
ん
に

　
　
日
本
観
光
協
会
か
ら
表
彰
状

　
若
山
三
郎
さ
ん
は
（
新
町
新
田
）
、

昭
和
五
十
四
年
か
ら
十
四
年
間
に
わ
た

り
、
節
黒
城
跡
保
存
会
長
と
し
て
城
跡

の
保
存
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
は

天
神
ば
や
し
保
存
会
長
、
芸
能
協
会
長

と
し
て
、
郷
土
芸
能
の
保
存
と
継
承
に

力
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
問
の

活
動
に
対
し
、
五
月
十
八
日
、
埼
玉
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
瀞
町
で
行
わ
れ
た
尉
日
本
観
光
協
会

関
東
支
部
第
三
十
二
回
総
会
の
席
上
、

観
光
事
業
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

山
菜
の
宝
庫
で
食
文
化
ま
つ
り

　
五
月
四
日
、
仙
田
小
学
校
の
体
育
館

を
会
場
に
、
第
二
回
仙
田
食
文
化
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
を
高
倉
ブ
ナ
の
家
か
ら
移
し
て

今
年
で
二
年
目
。
全
山
新
緑
の
仙
田
郷

は
ま
さ
に
山
菜
の
宝
庫
。
午
前
中
に
行

わ
れ
た
山
菜
採
り
で
は
か
な
り
の
収
穫

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
木
の
芽
や

う
ど
、
コ
ゴ
ミ
な
ど
の
山
菜
料
理
に
野

沢
菜
ア
ン
ブ
・
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
。
大
正
琴
の
演
奏
な
ど

も
あ
り
、
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
参
加

者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
ブ
ナ
の
枝
が
配
さ
れ
、

野
外
気
分
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
と
う
じ
ゅ

地
域
防
災
活
動
に
対
し
竿
頭
綬

　
五
月
二
十
一
日
、
町
総
合
体
育
館
で

竿
頭
綬
授
与
記
念
式
典
（
平
成
六
年
消

防
庁
長
官
定
例
表
彰
の
席
上
授
与
）
と

春
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竿
頭
綬
は
、
一
年
に
県
内
で
三
団
体

に
し
か
授
与
さ
れ
ず
、
県
下
百
十
二
市

町
村
全
て
に
授
与
さ
れ
る
と
し
て
も
三

十
八
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
す
。

　
式
で
は
、
南
雲
町
長
か
ら
清
水
善
三

消
防
団
長
に
竿
頭
綬
が
手
渡
さ
れ
、
集

ま
っ
た
二
百
六
十
五
人
の
消
防
団
員
の

見
守
る
な
か
、
団
旗
に
し
っ
か
り
と
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
も
開
か
れ
、
次
の
よ
う
な
成
績

で
し
た
。

一
位
　
中
仙
田
チ
ー
ム

ニ
位
　
伊
友
チ
ー
ム

三
位
　
白
倉
チ
ー
ム

一
位
に
な
っ
た
中
仙
田
チ
ー
ム
は
、
町

の
代
表
と
し
て
、
七
月
十
六
日
に
十
日

町
市
で
行
わ
れ
る
十
日
町
地
区
支
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
会

羅
　
蟹

灘
欄

小型ポンプ操法競技

懸

出
場
し
ま
す
。

南
雲
町
長
か
ら
清
水
団
長
に
竿

頭
綬
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
平
成
六
年
一
月
か
ら
平
成
七
年
五
月

末
日
ま
で
の
火
災
発
生
件
数
は
十
一
件

（
建
物
六
件
、
林
野
三
件
、
そ
の
他
二

件
）
。
五
月
九
日
に
は
大
倉
で
林
野
一

五
〇
ア
ー
ル
焼
失
す
る
と
い
う
火
災
も

発
生
し
ま
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
枯
れ
草
な
ど
燃
え

や
す
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
林
野
で

は
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
た
き
火
の

火
の
不
始
末
な
ど
が
大
き
な
火
災
を
引

き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
一
瞬
の

う
ち
に
貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
う

火
災
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
火
遊
び
に
よ

る
火
災
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
、
火

災
の
恐
ろ
し
さ
や
防
火
の
知
識
を
話
し

て
聞
か
せ
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。大倉での林野火災H7・5・9

　
《
大
人
た
ち
の
留
意
事
項
》

①
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
、
子
ど

　
も
た
ち
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な

　
い
。

②
火
の
恐
ろ
し
さ
や
火
の
取
り
扱
い
に

　
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
教
え
る
。

③
花
火
や
た
き
火
な
ど
も
含
め
て
、
絶

　
対
に
子
ど
も
だ
け
で
火
を
扱
わ
せ
な

　
い
よ
う
に
す
る
。

④
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
す
る
こ

　
と
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
。
や
む
を

　
得
ず
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
出
か
け

　
る
と
き
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
元
栓
を

　
閉
め
る
な
ど
、
火
を
使
え
な
い
よ
う

　
十
分
に
注
意
す
る
。
外
出
時
間
も
で

　
き
る
だ
け
短
く
す
る
。

⑤
子
ど
も
た
ち
が
火
遊
び
を
し
て
い
た

　
ら
、
よ
そ
の
子
ど
も
で
も
注
意
し
て

　
や
め
さ
せ
る
。
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藤
の
花
の
下
、
山
菜
料
理
を
囲
む

　
五
月
二
十
二
日
、
上
野
諏
訪
神
社
境

内
で
「
山
菜
を
味
わ
う
会
」
が
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
の
約
二
百
人
の
参
加
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
も
今
年
で
十
周
年
。
当
日
は

　
　
　
　
　
　
　
り
っ
し
よ
く

あ
い
に
く
の
雨
で
立
食
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
内
に
は
藤
の
花
が
配
さ
れ
、

雰
囲
気
は
ま
さ
に
過
ぎ
行
く
春
。

　
参
加
者
は
、
地
酒
を
飲
み
な
が
ら
、

お
ひ
た
し
や
あ
え
物
、
天
プ
ラ
な
ど
三

十
数
種
類
も
の
山
菜
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

　
東
京
か
ら
参
加
し
た
と
い
う
女
性
は

「
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
ん
で

す
よ
」
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た

フ
ル
コ
ー
ス
の
山
菜
料
理
に
ニ
コ
ニ
コ

顔
で
し
た
。

「
う
わ
～
す
ご
い
種
類
の
料
理
ね
」

と
は
し
を
持
つ
手
も
ウ
キ
ウ
キ

実
業
団
野
球
O
B
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
生

　
五
月
二
十
一
日
、
N
T
T
信
越
野
球

部
O
B
に
よ
る
「
テ
レ
太
君
の
野
球
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
N
T
T
六
日
町
支
店

が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
の
育
成
や
地
域
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
、
都

市
対
抗
野
球
大
会
な
ど
に
数
多
く
出
場

し
て
い
る
チ
ー
ム
の
O
B
四
人
が
、
町

内
四
つ
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
六
十

人
の
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

を
指
導

ボ
ー
ル
の
握
り
方
は
基
本
だ
か
ら

し
っ
か
り
お
ぼ
え
て
ね

二
十
五
回
を
数
え
た
大
名
行
列

　
五
月
二
十
八
日
、
節
黒
城
跡
山
開
き

ま
つ
り
（
節
黒
城
跡
保
存
会
〈
内
山
弥

太
郎
会
長
〉
主
催
）
が
、
城
跡
展
望
台

広
場
と
キ
ャ
ン
プ
場
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
眼
下
に
広
が
る
水
田
に
は
、

名
立
た
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
植

わ
り
、
山
は
緑
一
色
。
晴
天

に
も
恵
ま
れ
て
大
勢
の
見
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
町
の
産
業
発

展
と
登
山
者
の
安
全
祈
願
の

後
、
地
元
の
人
た
ち
が
扮
し

た
武
士
や
剣
士
、
腰
元
な
ど

が
列
を
連
ね
た
大
名
行
列
。
か
わ
い
ら

　
　
　
　
　
こ
し

し
い
お
姫
様
を
輿
に
乗
せ
て
「
下
に
之
、

下
に
～
」
と
進
み
ま
し
た
。

町国際交流推進事業の平成7年度r特別交流事業」は

ニュージーランド・サマースクールに決定

■行　先　　ニュージーランド12日間（8月4日出発）

■費　用　　398，000円（成田発着分）十成田までの交通費

■内　容　　○現職の小・中・高等学校の先生が全行程同行

　　　　　　し、生活指導・相談を行います

　　　　　02～3人単位で8日間のホームスティ体験

　　　　　o豊かな自然の中でさまざまなスポーツ体験

　　　　　○パーティなどで育む国際性　　など

■対　象　　中学生・高校生を対象とし、人数は5人（応募

　　　　　多数の場合は選考）

■補助金　　上記費用の％以内

■申込期限　6月26日　（月）

■申し込み問い合わせ先

　　　町教育委員会　生涯学習課　社会教育係

　　　a68－2167　　　有線　5588

※詳しくは、本紙4月号をご覧ください

制服を新調した町消防団ラッパ隊

5
月
枢
日
、
映
画
「
蔵
」
の
第
2

次
ロ
ケ
。
主
人
公
「
烈
」
役
の
一

色
紗
恵
さ
ん
の
ほ
か
蟹
江
啓
三
さ

ん
．
西
島
秀
俊
さ
ん
な
ど
が
来
町
。　5・28ナカゴグリーンパークで行

　われた第26回身体障害者研修旅行
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　　　（採用試験実施要項）

　ん　　上　級　　　　由
一般事務塑　　　採用の予疋
　　　　　右干名

申込受付6月1日～26日
　　　　　（郵送消印は6月22日まで）

　
町
で
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
採
用

の
一
般
事
務
職
員
（
上
級
職
）
若
干
名

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
～
四
十
九

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
七
月
三
十
日
（
日
）

試
　
験
　
場
　
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

〈
教
養
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

的
知
識
と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の

筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

で
、
専
門
的
知
識
（
行
政
）
と
能
力
に

つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

し
ま
す
。

〈
一
般
性
格
診
断
検
査
〉
職
務
及
び
職

場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
検
査
を
し
ま
す
。

合
格
発
表
　
八
月
中
旬
ご
ろ

2
　
一
一
次
試
験

試
　
験
　
日
　
九
月
中
旬
ご
ろ
（
一
次

　
　
　
　
　
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
　
　
　
　
知
）

試
験
場
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
　
法
　
面
接
試
験
．

【
採
　
用
　
日
】

　
平
成
八
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

　
押
印
。

　
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽
・
正

　
面
上
半
身
）
三
枚
を
添
え
て
役
場
行

　
政
係
へ
。

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

履
歴
量
日
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
六
月
一
日
～
二
十
六
日
（
郵
送
の
場

合
、
消
印
は
六
月
二
十
二
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
智
六
八
－
三
一
一
一

　
　
　
　
　
　
有
線
二
二
壬
二

初級職員の募集要項は7月号の本紙に掲載します。

川
下
り
、
気
分
は
ま
さ
に
ト
ム
“
ソ
ー
ヤ

95

年
夏
休
み
自
然
体
験

第
6
回
生
の
お
さ
そ
い

碑

囹活動場所　　新潟県中魚沼郡川西町仙田地区

圃活動期間　 8月2日㈱～8月7日（月）5泊6日

囹参加対象者　　新潟県内・関東地区在住の児童・生徒（小3～中3）30人

囹参　加　費　　長岡駅集合・解散　小学生　37，000円　中学生　37，000円

　　　　　　　　上野駅集合・解散　小学生　42，000円　中学生　50，000円

　　　　　　　　現地集合・解散　小学生　33，000円　中学生　33，000円

　　　　　　　　　（上記参加費には、交通費・滞在費・指導費・保険料などが含まれています）

圃参加申し込み締め切り　　7月1日（ガ

圃問い合わせ先　〒948－01新潟県中魚沼郡川西町大字霜条144

　　　　　　　　　　　　　川西町教育委員会内「仙田郷子ども村」係

　　　　　　　　　　　　　奮0257－68－2167
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．6．10⑧
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千
手
村
の
学
校
間
題
⑫

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

　
卒
業
生
の
回
想

　
千
手
小
学
校
の
創
立
百
周
年
（
昭
和

四
十
八
年
）
を
記
念
し
て
編
さ
ん
・
発

行
し
た
「
千
小
百
年
」
の
中
で
、
沖
立

の
数
藤
タ
ッ
元
赤
岩
校
女
教
師
と
室
岡

倉
二
第
三
十
一
代
千
手
小
学
校
長
（
故

人
）
が
、
昭
和
前
期
に
千
手
校
と
中
野

校
が
統
合
し
た
こ
ろ
の
思
い
出
を
次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
思
い
出
の
記

　
昭
和
四
年
、
春
三
月
、
千
手
尋
常
高

等
小
学
校
長
之
印
と
押
さ
れ
た
卒
業
証

書
を
手
に
、
あ
の
松
の
垣
を
め
ぐ
ら
し

た
校
門
を
後
に
し
て
か
ら
幾
星
霜
、
た

だ
光
陰
矢
の
如
し
と
感
無
量
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
木
綿
の
短
か
い
綿
入
れ
を
着
て
い
た

男
の
子
、
ま
だ
珍
し
く
て
ハ
イ
カ
ラ
だ

っ
た
詰
襟
の
学
生
服
を
着
て
い
た
の
は

戦
死
さ
れ
た
松
屋
の
ア
ン
サ
マ
の
里
男

サ
、
都
屋
兄
弟
商
会
社
長
の
富
士
雄
サ
、

金
盛
屋
主
人
の
栄
チ
ャ
、
女
子
の
服
装

は
改
良
服
と
称
し
て
、
着
物
の
上
に
元

襟
紬
の
腰
の
ま
わ
り
に
細
か
い
ヒ
ダ
の

　
　
　
　
　
う
わ

寄
せ
ら
れ
た
上
っ
ぱ
り
を
着
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
女
子
た
ち
の
な
か
で
も
、

上
級
生
の
川
崎
さ
ん
の
ユ
キ
チ
ャ
ン
、

坂
井
屋
の
お
の
り
さ
ん
、
前
寺
の
お
さ

が
さ
ま
は
、
三
つ
編
み
の
お
下
げ
に
大

柄
の
緋
の
改
良
服
を
着
て
い
る
姿
は
格

好
良
く
、
女
王
様
の
よ
う
に
見
え
て
み

ん
な
の
憧
れ
の
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぞ
う
り

　
通
学
の
時
の
履
物
は
、
夏
は
藁
草
履
、

　
　
　
　
あ
し
だ
　
　
　
　
　
か
ら
か
さ

雨
の
日
は
足
駄
下
駄
に
傘
で
し
た
。
男

の
子
に
ゴ
ツ
ン
と
や
ら
れ
る
と
す
ぐ
に

傘
に
穴
が
あ
き
、
ベ
ソ
を
か
き
な
が
ら

家
に
帰
っ
た
も
の
で
し
た
。
冬
は
ス
ッ

ポ
ン
の
藁
ぐ
つ
、
い
ず
れ
も
父
か
祖
父

が
冬
仕
事
に
作
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

赤
・
臼
・
紺
色
と
り
ど
り
の
布
を
ま
ぜ

て
作
っ
た
も
の
を
得
意
げ
に
な
っ
て
履

い
て
い
た
も
の
で
し
た
。

　
十
二
月
と
も
な
り
、
寒
い
日
が
続
き
、

雪
が
降
る
こ
ろ
に
な
る
と
広
い
運
動
場

朝
礼
・
昭
和
九
年

（
千
手
校
蔵
）

毒

の
両
側
に
大
き
な
木
の
火
鉢
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
太
っ
た
小
使
い
の
お
婆
さ
ん

が
真
赤
な
火
種
と
炭
箱
を
持
っ
て
来
て
、

山
の
ご
と
く
に
炭
を
入
れ
て
く
れ
る
も

の
で
し
た
が
、
席
は
早
い
者
勝
ち
。
あ

ぶ
れ
た
者
同
志
は
い
つ
も
火
鉢
の
ま
わ

り
で
、
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
を
展
開

し
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
「
オ
セ
、
オ
セ
、

オ
セ
ヤ
」
、
「
オ
サ
レ
テ
泣
ク
モ
ン
ハ
、
ア

ッ
チ
ヘ
行
ッ
テ
泣
ケ
ヤ
」
と
く
り
か
え

し
、
元
気
な
か
け
声
と
共
に
力
い
っ
ぱ

い
押
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
か
ら
だ

だ
け
は
ポ
ッ
ポ
と
温
ま
り
、
汗
さ
え
に

じ
み
、
火
鉢
の
火
な
ん
ぞ
は
そ
っ
ち
の

け
で
し
た
。

　
体
操
の
時
間
と
も
な
れ
ば
、
冬
で
も

半
袖
の
シ
ャ
ツ
に
パ
ン
ツ
一
枚
、
着
物

を
ぬ
い
だ
ば
か
り
の
と
き
は
全
身
鳥
肌

立
ち
、
ブ
ル
ブ
ル
ふ
る
え
て
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
足
ぶ
み
、
駆
け
足
、
広
い

運
動
場
を
何
周
も
す
る
う
ち
、
こ
れ
ま

た
上
気
し
た
ひ
た
い
は
た
ち
ま
ち
汗
ば

み
、
寒
さ
な
ん
ぞ
は
な
ん
の
そ
の
、
元

気
な
子
供
た
ち
で
し
た
。

　
　
　
　
（
数
藤
タ
ツ
・
以
下
略
）

旧
師
の
印
象

　
昭
和
五
年
入
学
、
二
階
は
障
子
の
あ

っ
た
古
い
校
舎
で
、
現
在
の
給
食
室
に

近
い
グ
ラ
ン
ド
寄
り
に
あ
っ
た
。
担
任

は
当
時
一
年
生
専
門
の
、
紫
の
は
か
ま

に
臼
足
袋
姿
の
丸
山
リ
ン
先
生
、
オ
ル

ガ
ン
に
よ
る
小
学
唱
歌
を
た
く
さ
ん
習

っ
た
。
男
女
組
の
一
ク
ラ
ス
で
、
て
い

ね
い
に
個
別
指
導
さ
れ
、
子
ど
も
と
の

ラ
ジ
オ
体
操
・
昭
和
九
年

響
・
門
簿

　
、
虫
　
・
縄

　
　
難
、
、
　
繍

　
　
　
　
諸
、

（
千
手
校
蔵
）

ふ
れ
合
い
を
大
切
に
さ
れ
た
。
校
長
我

田
章
一
先
生
、
時
折
お
話
を
き
い
た
が

一
年
生
の
た
め
に
何
だ
か
わ
か
ら
ず
申

し
分
け
な
い
。

　
二
年
担
任
関
キ
エ
先
生
、
こ
の
年
統

合
し
た
中
野
校
よ
り
来
ら
れ
た
方
で
、

小
人
数
の
中
野
組
を
か
ば
う
と
い
う
か
、

　
　
　
　
わ
ん
ぱ
く

千
手
側
に
腕
臼
ど
も
が
い
た
の
か
、
旧

千
手
組
は
よ
く
立
た
さ
れ
た
。
洋
装
の

き
び
し
い
先
生
で
、
勉
強
し
て
来
な
い

者
を
立
た
せ
る
の
が
お
得
意
、
学
年
始

め
下
駄
箱
の
名
札
は
り
を
手
伝
っ
た
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ

日
中
蒲
沢
海
校
へ
の
転
任
の
挨
拶
に
、

は
じ
め
て
ホ
ロ
リ
と
す
る
。
ま
た
、
こ

の
年
現
旧
校
舎
完
成
、
先
生
か
ら
「
二

万
円
も
し
た
ん
た
ぞ
」
と
い
う
話
が
あ

っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
発
電
工

事
に
よ
る
転
入
生
が
相
続
き
、
負
け
る

も
ん
か
と
刺
激
を
う
け
る
。
新
校
長
米

山
精
作
先
生
、
校
内
の
先
頭
に
立
ち
清

掃
指
導
さ
る
。
床
は
ピ
カ
ピ
カ
と
な
り
、

悪
童
間
に
掃
除
校
長
の
異
名
あ
り
、
数

々
の
講
話
訓
話
印
象
強
し
。

　
三
年
深
沢
栄
雄
先
生
、
一
学
期
だ
け

の
担
任
、
豪
放
に
し
て
愛
酒
家
、
ギ
ャ

ン
グ
エ
ー
ジ
の
級
全
体
に
強
烈
な
印
象

を
あ
た
え
る
。
担
任
児
の
耳
を
引
張
る

の
が
く
せ
。
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
二
学
期
よ
り
六
年
卒
業
ま
で
山
田
喜

代
治
先
生
、
当
時
、
校
内
の
先
生
に
あ

だ
名
づ
け
が
流
行
し
、
別
名
「
い
も
」

（
ス
ミ
マ
セ
ン
）
、
工
事
関
係
の
転
入
生

の
増
加
で
男
組
だ
け
で
七
十
名
近
く
の

マ
ン
モ
ス
学
級
と
な
り
、
机
が
一
杯
で

机
間
巡
視
の
で
き
な
い
先
生
が
「
長
竹

を
持
っ
て
来
い
」
と
命
令
、
そ
れ
で
頭

を
た
た
く
（
い
や
、
掛
図
を
掛
け
る
方

が
本
当
で
あ
っ
た
か
）
。
「
あ
の
竹
か
く
そ

う
か
」
、
「
よ
し
よ
し
」
と
衆
議
一
決
、
校

舎
縁
の
下
に
し
ま
う
。
温
厚
な
師
の
気

持
ち
を
理
解
し
な
い
一
面
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
（
以
下
略
・
室
岡
倉
二
）

　　　　趣㎜

　　　灘

　　燃

　縢叢　
難

新
築
の
雨
天
体
操
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
手
校
蔵
）

⑨7．6。10



フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ

ウ
イ
ン
ス
ト
ン
・
グ
ル
ー
ム
　
講
談
社

ネ
コ
の
亡
命
　
　

椎
名
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

12

の
ト
イ
レ
　
　
　
　
　
村
田
喜
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潮
社

デ
ィ
ヴ
・
バ
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
を
笑
う

　
　
　
　
デ
ィ
ヴ
・
バ
リ
ー
　
集
英
社

手
塚
治
虫
ロ
マ
ン
大
宇
宙
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
大
下
英
治
　
潮
出
版
社

H
I
R
O
S
H
I
M
A
半
世
紀
の
肖
像

　
　
　
　
　
　
大
石
芳
野
　
角
川
書
店

お
吉
の
茶
碗
　
　
　
　
　
　
平
山
弓
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

　
　
テ
レ
ビ
東
京
　
日
本
経
済
新
聞
社

猫
の
時
間
　
　
　
　
　
　
林
　
真
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
社

ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
上
・
下

　
　
　
　
　
ユ
ン
・
チ
ア
ン
　
講
談
社

宇
宙
か
ら
の
帰
還
　
　
　
　
立
花
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
社

　
本
は
、
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の

公
民
館
図
書
室
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
行
事
等
収
録
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　
　
貸
し
出
し
中

○場所　町総合体育館

○条件　本数　1回2本以内
　　　期問　3日以内
　　　料金無料
○問い合わせ先

　　教育委員会社会教育係

智68－2167有5588
※貸出ビデオのタイトルは、別

　刷のチラシをご覧ください。

の
ゆ
O

φ

小
⇔
に
レ

　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

羅
を
水
の
ご
と
く
に
解
き
放
つ

帰
省
子
の
米
の
う
ま
さ
を
先
ず
言
へ
る

酒
の
燗
出
来
て
早
苗
響
た
け
な
わ
に

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
祷

緑
蔭
の
吊
り
あ
る
巣
箱
新
し
く

一
事
成
り
安
き
心
に
蛙
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

指
い
ま
だ
老
を
知
ら
ざ
る
田
植
か
な

す
か
ん
ぽ
や
昔
登
校
し
た
る
道

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

万
緑
に
遊
ん
で
飛
ば
す
竹
と
ん
ぼ

花
鋏
花
と
一
緒
に
風
も
切
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

春
山
に
老
の
歩
み
の
遅
く
と
も

老
農
夫
苗
の
気
も
ち
も
知
り
て
植
ゆ

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
て
春
耕
う
ら
ら
か
に

田
仕
事
を
終
え
て
胡
瓜
の
柴
を
結
ふ

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

田
植
機
の
音
か
ろ
や
か
な
日
和
か
な

ト
マ
ト
苗
植
え
て
支
柱
に
結
び
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

呼
び
合
っ
て
わ
ら
び
を
取
り
に
旅
の
人

草
餅
を
つ
い
て
客
待
つ
春
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
高
橋
　
ト
ヨ

大
輪
の
花
を
心
に
菊
芽
挿
す

田
原
道
泥
落
し
行
く
耕
運
機

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

山
道
に
出
し
筍
に
つ
ま
づ
き
ぬ

早
々
と
衣
替
え
し
て
園
児
か
な

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
江
口
み
ゆ
き

く
ち
な
わ
の
行
く
へ
見
と
ど
け
歩
き
け
り

水
の
玉
こ
ぼ
す
ぼ
た
ん
や
雨
上
る

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

手
を
添
え
て
孫
に
田
植
を
教
え
け
り

補
植
す
る
手
の
か
じ
か
め
る
田
植
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

苗
植
え
る
手
先
き
に
土
の
温
か
し

巣
作
り
の
燕
忙
し
き
五
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

広
き
田
も
み
な
植
え
付
け
て
五
月
か
な

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
白
黄
色
八
重
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

筍
を
野
良
着
の
父
の
く
れ
に
来
し

遮
断
機
に
遠
足
の
列
整
ひ
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

巻
く
風
の
あ
る
と
き
踊
る
花
う
つ
ぎ

夏
川
の
窪
み
に
今
日
も
夫
婦
鷺

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

峡
の
風
ぜ
ん
ま
い
渦
を
解
か
れ
ゆ
く

春
水
に
鯉
の
波
紋
の
盛
り
上
が
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

裏
木
戸
に
こ
ぼ
れ
て
あ
り
ぬ
桐
の
花

　
　
　

　
　
略

　
　
称

　
　
敬

意
ー

姜
目

一般
星名　究（上野）10万円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

桐
の
花
蔵
の
吟
醸
積
み
出
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胸
中
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
若
葉
か
な
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

柿
の
花
こ
ぼ
る
る
音
の
闇
深
し

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

竹
炭
の
産
地
と
聞
き
し
こ
と
も
旅

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

し
ん
が
り
は
白
鷺
の
舞
三
社
祭

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

日
曜
の
孫
と
一
と
と
き
苺
摘
む

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

ア
ル
プ
ス
を
背
に
湯
煙
り
の
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

八
海
に
雲
淡
あ
わ
と
五
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

蛙
鳴
く
頃
と
ふ
る
里
想
い
お
り

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

六
十
の
吾
が
手
習
ひ
や
日
脚
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
　
鉄
平

母
の
日
や
母
を
思
う
て
泣
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

朝
刈
り
し
草
の
匂
へ
る
道
戻
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

一
枚
を
植
え
て
水
引
く
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

稲
の
葉
に
羽
根
を
た
た
ん
で
糸
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

暮らしのカレンダー

10

　　　　　　灘ゆ

生1

12 日脳①（総合センター）

13 購兜薦稽嘉認。．）

14
日脳①（上野コミセン）
すくすく教室（総合センター一）

15 日脳①（総合センター）

16 日脳①（高齢者コミセン）

17

i8

19

20 健康相談（保健センター）

21

22

23

24

25

26 住民検診（上野コミセン）★

27 住民検診（　　”　　　）★

28 騒難晶見荘ほか）★

29

30

　
　
　
1

＝

2

3 日脳②（総合センター）

4 日脳②（克雪センター）

5

6
日脳②（上野コミセン）・献血
4カ月児検診（保健センター）

7 日脳②（高齢者コミセン）

8

9
10 子宮がん検診（克雪セ・保健セ）

◎□は日曜日。

◎★は胃検診を同時実施。

◎時間など詳しくは、広報おしらせ

　版をご覧ください。



畿

謹

闇
繋蟻聾

国
道
二
五
二
号
越
ケ
沢
付
近
の
路
肩

決
壊
現
場
。
注
意
し
て
走
行
を

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
等
の
土
砂
災

害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
人
命
や
財

産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
長
雨
や
大
雨
の
際
に
、
地
面
に
亀
裂

が
生
じ
た
と
き
な
ど
は
非
常
に
危
険
で

す
。
普
段
か
ら
避
難
場
所
を
確
認
し
、

「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
ま
ず
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
、
雪
解
け
水
に
よ
る
災
害
も

前
年
よ
り
多
く
発
生
し
て
お
り
、
地
盤

の
ゆ
る
み
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
家
の
近
く
の
山
、
が
け
、

川
、
道
な
ど
を
よ
く
点
検
し
、
い
つ
も

と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
役
場
建
設
課
維
持
係
（
費
六
八

－
三
二
一
内
線
二
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

前
兆
い
ろ
い
ろ

　
地
す
べ
り
…
…
地
面
に
ひ
び
わ
れ
が

で
き
た
。
池
や
沼
の
水
か
さ
が
急
に
変

わ
っ
た
な
ど
。
が
け
崩
れ
…
…
が
け
に

さ
け
目
が
で
き
た
。
が
け
か
ら
水
が
わ

い
て
き
た
な
ど
。

輪
紬
◎
る
毎
も
き
9
◎
毒
も
◎
毒
◎
幽
聾
ゐ
導
も
◎
◎
毒
も
◎
奪
◎
唾
め
も
う
も
う
恋
略
ゐ
導
鱗
◎
榔
略
ゐ
◎
獅
◎
榔
略
ゐ
導
も
鱒
灘
め
き
◎
鴇
偽
講
ら
も
う
奪
う
も
略
幽
う
馨
う
も
◆
毒
う
も
◎
聾
6
毒
◎
馨
う
聾
6
蚤
も
郵
◎
藤
め
ら
う
象
ゆ
渉

騨躍瀟臣睡瞬鞠馨臨断一繍溜…⑦農

春野菜入りポトフー

◆材　料（4人分）
　鶏骨もも肉　3～4本　　　セロリ　2本
　じゃがいも　3～4コ　　　にんにく2かけ
　にんじん　　1本　　　　　トマトの水煮缶
　玉ネギ大1コ　　　　　　（8009入）1缶
　かぶ（茎つき）4～6コ　ローリエ　2枚
◆調味料
　塩、こしょう　適宜
◆作り方
　①鶏肉は関節のところに包丁を入れ、半分に切る。一切
　　れにつき塩小さじ％ほどを擦り込み、30分置く。こう
　すると生臭みや水けが抜けて身が締まる。
　②じゃがいもは皮をむいて半分に切り、水にさらして水
　　けを切る。にんじんは乱切り、玉ネギはくし形切りに
　　し、セロリは茎を6～7cmに切り、かぶは茎を切って
　から半分に切る。茎は長さ3～4cmに切る。
　③鶏肉は水洗いし、水けを切る。深めの鍋に鶏肉を入れ、
　かぶる位の水を入れて強火で煮立てる。中火にしてア
　　クを取る。にんにくはたたいてつぶし、鍋に加えて約
　20分煮る。
　④鍋にじゃがいも、にんじん、玉ネギ、セロリ、ローリ
　エ、トマトの水煮、塩小さじ1、こしょう少々を加え、
　中火よりやや弱めの火で約20分煮る。かぶの茎はさっ
　　とゆでておく。

⑤かぶを加え7～8分煮てがら、味をみて塩、こしょう
　　を加える。仕上げにかぶの茎を加えて温める程度にひ
　　と煮し、器に盛りつける。

今回は、上野の上村テレシータ

さんです。「主人が好きなので

よく作ります。卜一スとよく合

うので作ってみてください」と

のことです。
≦禰認

歯
は
健
康
生
活
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
世
界
有
数
の
長
寿
国
日
本
は
、
人
生

八
十
年
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
人

生
、
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
歯
の
果
た

す
役
割
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
豊
か
な
食
生
活

を
送
っ
た
り
、
楽
し
く
会
話
で
き
る
の

も
健
康
な
歯
の
お
か
げ
で
す
。

　
ま
た
、
健
康
な
歯
で
よ
く
か
む
こ
と

七
十
歳
で
は
二
十
本
も
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
失
っ
て
し
ま
う
歯
は
自
然

に
抜
け
落
ち
る
の
で
は
な
く
、
虫
歯
や

歯
周
病
と
い
っ
た
歯
と
歯
ぐ
き
の
病
気

が
原
因
で
す
。
ま
た
、

　
　
ゆ

然
治
癒
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

囲

は
・
単
に
消
化
吸
収
を
助
け
胃
腸
の
負
ち
し
ま
す
・
老
齢
こ
な
っ
て
も
・
自
分
鮨

例
え
ば
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
そ
ワ
つ

・
よ
く
か
む
と
、
　
「
虫
歯
」
や
「
歯
槽

　のう

ろ
つ

膿
漏
」
に
な
り
に
く
い
。

・
歯
並
び
や
か
み
合
わ
せ
の
異
常
を
防

　
ぐ
。

・
唾
液
中
の
酵
素
が
、
多
く
の
発
ガ
ン

　
物
質
の
毒
消
し
の
役
目
を
す
る
。

・
よ
く
あ
ご
や
舌
を
動
か
す
こ
と
が
、

　
脳
に
刺
激
を
与
え
老
化
を
防
ぐ
。

・
摂
食
中
枢
神
経
を
刺
激
し
て
食
べ
過

　
ぎ
を
防
止
し
、
肥
満
や
糖
尿
病
を
防

　
ぐ
。

そ
の
他
、
姿
勢
を
良
く
す
る
・
情
緒
を

安
定
さ
せ
る
・
活
力
を
与
え
る
な
ど
、

様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
現
在
、
歯
の
寿
命
は
五
十
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
の
歯
は
親

知
ら
ず
を
除
い
て
も
二
十
八
本
あ
り
ま

す
が
、
五
十
歳
前
後
か
ら
急
速
に
抜
け

出
し
、
平
均
し
て
六
十
歳
で
十
二
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
の
病
気
旨
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯

で
す
か
ら
、
普
段
か
ら
お
手
入
潅
鱈

鐸
舗
論
罐
瞳
長
舗

が
送
れ
ま
す
。

　
人
生
八
十
年
時
代
、
歯
も
丈
夫
で
長

持
ち
す
る
よ
う
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

轟
み
ポ
芝

よ
く
跳
々
で

　
　
●
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（
、（

政

　
　
■

　
　
、

　　や
毛ワ・・

宮7

　　　“

歯
々
璽

4
．
掌
ヅ

、
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、
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、
．

　
、
に

『
め

　
　
・
る

　
　
か

／
　
プ

．
．
．
か
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」
暑
の
窓
磯
隊
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
．

葛
蓄
き
き
犠
㌶
♂
窄
＠
葛
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

高小小野高渡丸
橋山島沢橋辺山

　
ひ
ろ
き

　
弘
貴

　
　
か
え
で

　
　
楓

　
ま
　
　
い

　
摩
衣

　
ゆ
う
た

　
悠
太

　
け
い
す
け

　
啓
介

か
お
り

み
　
　
き
　
　
や

未
希
也

　
茂

　
　
　
根
　
深

洋
　
子

卓
　
也

　
　
　
仁
　
田

千
雪

昭
　
一

　
　
　
上
　
野

寿
美
子

政
　
利

　
　
　
野
　
口

裕
　
子

了
　
一

　
　
　
新
町
新
田

伸
　
子

　
悟

　
、
　
木
　
落

ゆ
か
り

　
肇

　
　
　
栄
　
町

千
　
花

　
　
　
　
だ
い
き
幸
宏

押
木
　
　
大
輝
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
さ
と
子

　
　
　
　
ゆ
う
や
幸
宏

押
木
　
　
優
也
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
さ
と
子

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

山
崎
　
康
明
2
6
（
芳

高
橋
吉
次
郎
4
6
（
吉
太
郎
）
仁

村
越
　
傅
作
62
（
本
　
人
）
野

蔵
品
　
石
松
81
（
清
　
市
）
霜

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　 （　 （
須田張高川滋

藤中　橋村野
裕
　
一

恵
美
子

信
　
一

莉
恵

勝
　
一

知
恵
子

町　　田丁

夫
）
中
央
町条口田

野
　
口

小
千
谷
市
か
ら

寺
尾

中
国
か
ら

発
電
所
通
り
東

新
発
田
市
か
ら

（
5
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

　
表
紙
の
写
真

　
オ
ー
プ
ン
し
て
最
高
の
人
出
は
二
十

八
日
の
一
、
二
一
一
人
。
五
月
末
ま
で

の
七
日
間
で
は
、
延
五
、
四
七
〇
人
が

利
用
し
ま
し
た
。
今
ま
で
近
隣
市
町
村

の
温
泉
に
出
か
け
て
い
た
人
も
、
自
前

の
温
泉
に
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
な
か
に
は
昼

食
持
参
で
こ
ら
れ
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
当
分
の
間
は
入
浴
料
無
料
で
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
後
町
で
は
、
温
泉
を
核
と
し
た
施

設
の
計
画
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
温
泉
に
つ
い
て
の

ご
意
見
な
ど
は
、
施
設
内
備
え
付
け
の

用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
所
定
の
箱
に

お
入
れ
く
だ
さ
い
。
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＼

●　休日救急医

6月11日大島医院（川原町）

　　麿　52－2957

18日第二藤巻医院（上　野）

　　費　68－2018

25日山口医院（袋町中）

　　歪監　52－2174

7月2日庭野医院（寿町4）

　　　費52－2711

9日国保診療所（高原田）
　　（クリニック川西〉

　　盈　68－2034

16日中条病院（中条）

　　費57－3018

r一一一一お　わ　び

　お知らせ版6月1日号の
　ママさん教室（6月16日）
　は誤りです。訂正します。

ご

石　
　
　
　
　
命
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｛
！
メ
・
ぎ
為
壽
鷺
驚
ー

1磯－麟畿・鱒摩縛

r婿一馬』、“菟蝉酬
　f

　　rゆうぐであそんだよ」
▲
　1年生とみいあすかさん

、ゆ爵
　　「木とこども」
▲
　4年生渡貫紀子さん

・
擁
橘
濃
、
『

．

繕
璽

〈
上
野
小
学
校
〉

押
木

　
　
　
ん

押
率
篁
ハ
澄

▲6年生押木真澄さん

　　「ジャンボすべり台」
▲
2
年 生おしきみずきさ

5年生押木香織さんレ，織

（糸、礁孕驚』、禦鵬辱窃、壕1ぞ’ら作品を）

▼「ねこと風船」・㊥
　3年生上村恭子さん　　▲

、㊥●1 σ

　　　　ぞ　㎜一戸　議『　欝
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